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米• 1998 米国

• 2000 ヨ－ロッパ2000 ヨ ロッパ

• 2003 日本 国立情報学研究所

• 学術情報流通変革を目指す

1 商業出版社による寡占化の緩和1 商業出版社による寡占化の緩和

2 学会、図書館、研究者によるサ－クルの

再構築

ＳＰＡＲＣ ＪａｐａｎＳＰＡＲＣ Ｊａｐａｎ

• 学会間の情報交換の場学会間の情報交換の場

• 学会と図書館との接点を創生

ＵＫＳＧ ＳＳＰ などの英国 米国における学会ＵＫＳＧ、ＳＳＰ などの英国、米国における学会、
図書館員による「組織」の存在。我が国には
組織はまだない組織はまだない

学術誌を支援することのむずかしさを抱える

新しい存在・形・集まり新しい存在・形・集まり

• 数学系ジャ－ナル Project  Euｃｌｉｄ へj
• 生物系ジャ－ナル6誌 ＵｎｉBio Pｒｅｓｓ設立

ＵｎｉＢｉｏ ＰｒｅｓｓはＢｉｏＯｎｅと連携協調ＵｎｉＢｉｏ ＰｒｅｓｓはＢｉｏＯｎｅと連携協調

• Ｍｏnuｍｅｎｔａ Ｎｉｐｐｏｎｉｃａ は

Ｐｒｏｊｅｃｔ Museへ
日本の学術誌：販売をして出版コストを得ると日本の学術誌：販売をして出版コストを得ると
いう認識が不足



新しい存在・形・集まり新しい存在・形・集まり

• ＳＰＡＲＣ セミナ－

• 2005年 9回2005年 9回

• 2006年 7回

• 2007年 7回

• 2008年 9回2008年 9回

• 2009年 8回（12月までに）
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Ｐｒｏｆｆｅｓｉｏｎａｌ Societies Publishing
SPARCセミナ－開催SPARC セミナ 開催
1) How scholarly academic and scholarly publishing is 

changing – Nick Evans (including a reference to role of 
ALPSP)ALPSP)

2) A strategic overview of the marketing department’s role –
Melinda KennewayMelinda Kenneway

3) View from the front line: what do librarians want? –
谷藤幹子（物質・材料機構 科学情報室 室長）

4) How to protect and develop sales: issues for journal 
publishers in Japan – Tony O’Rourke


